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老
の
日
に
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せ
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全
国
の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
今
年
の
九
月
で
過
去
最
多
の
三
万
六
千
二
百
七
十
六
人
に

上
が
り
、
う
ち
女
性
は
三
万
人(

三
万
千
二
百
十
三
人)

を
突
破
し
て
い
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省

の
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。
男
性
は
初
め
て
五
千
人
（
五
千
六
十
三
人
）
台
と
な
り
ま
し
た
。 

 

県
内
で
は
、
百
歳
以
上
の
長
寿
者
は
五
百
四
十
九
人
で
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
内
訳
は
百

歳
が
二
百
五
十
人
、
百
一
歳
が
百
四
十
五
人
、
百
二
歳
が
四
十
六
人
、
百
三
歳
が
五
十
八
人
、

百
四
歳
が
二
十
三
人
、
百
五
歳
が
十
七
人
、
百
六
歳
が
七
人
、
百
八
歳
が
一
人
、
百
九
歳
が
二

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
十
万
人
当
り
の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
二
七
・
四
三
人
で
全
国

順
位
は
三
十
二
位
で
す
。 

 

当
望
洋
荘
で
の
入
所
者
の
年
齢
動
態
は
下
表
の
通
り
で
す
。
そ
の
中
で
山
際
様
が
百
三
歳
で

当
莊
一
番
の
長
寿
者
で
県
内
五
十
三
人
の
内
の
一
人
で
す
。
百
一
歳
に
な
ら
れ
た
本
導
様
が
県

内
四
十
六
人
の
内
の
一
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
二
方
と
も
、
お
元
気
で
す
し
、
大
変
喜
ば
し

い
事
で
職
員
一
同
の
自
慢
で
も
あ
り
尚
一
層
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
・
病
・
老
・
死
は
人
を
含
め
た
生
物
に
と
っ
て
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
宿
命
で
あ
る
。
こ

の
世
に
生
を
受
け
て
長
命
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
世
の
中
に
は
実
に
様
々
な
病
気
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
克
服
し
て
生
き
延
び
て
き
た
と
言
う
事
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
長
い
長
い
人
生
を
刻

ん
で
い
く
中
で
、
家
庭
を
中
心
と
し
た
喜
怒
哀
楽
の
繰
り
返
し
が
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
、
高
齢
者
と
な
っ
て
過
ぎ
し
日
の
事
柄
を
明
る
い
気
持
ち
で
思
い
出

し
、
こ
こ｢

望
洋
荘｣

に
住
む
仲
間
と
語
り
合
え
た
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

病
気
と
死
は
誰
に
も
分
け
隔
て
な
く
訪
れ
ま
す
。
職
員
一
同
に
は
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
一
日
で
も
永
く
楽
し
く
明
る
く
長
寿
を
全
う
出
来
る
よ
う
生
活
の
場
と

し
て
の
環
境
作
り
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。 
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九
月
二
六
日(

金)

午
前
九
時
三
〇
分
よ
り
、

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
四
名
で
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
日

は
あ
い
に
く
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
天

気
で
肌
寒
い
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
到
着
し

た
時
に
は
、
雨
も
あ
が
り
、
様
々
な
お
花
を

見
学
し
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た

だ
少
し
肌
寒
く
予
定
よ
り
早
目
に
切
り
上
げ
、

い
わ
き
駅
周
辺
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
来
ま
し
た
。

特
に
、
こ
こ
最
近
の
い
わ
き
駅
前
の
変
化
に

は
、
皆
様
も
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

               

｢
第
五
回 

望
洋
荘
祭
り｣ 

 

厨房の｢メフォス｣様に美味しい焼き
そばを作って頂きました。 

最後はみんなで、やぐらの周りを踊り
ながら回ってお祭りを締めくくりま
した。 

家族会様による、豚汁・焼鳥も大好評
で、焼くのが間に合わない状況でし
た。 

模擬店コーナーでは、多くのお客様で
賑わい品切れ続出でした。 

｢みなみ御囃子会｣様の御囃子にのっ
てみんなで踊り流しました。 

｢ｶﾌﾟｱ ﾓｷﾊﾅ ﾌﾗｽﾀｼﾞｵ｣様の南国ﾑｰﾄﾞた
っぷりのﾌﾗﾀﾞﾝｽは素晴らしかったで
す。 

今年も｢下神谷青年会｣様に｢じゃんが
ら念仏踊り｣をご披露頂きました。 

｢ｸﾗｯﾌﾟｽ｣様によるﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞです。す
ごく元気で可愛かったです。 

いつもお世話になっている｢キャプテ
ン船水｣様のハーモニカ演奏です。 

和太鼓の会｢さつき｣様の景気の良い
太鼓で祭りが始まりました。 

入居者代表で 103 歳の山際様に｢開会
宣言｣をして頂きました。 

九
月
十
五
日(

敬
老
の
日)

午

後
三
時
よ
り｢
第
五
回 

望
洋
荘

祭
り｣

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今

回
は
初
め
て
の
青
空
の
下
で
の

開
催
で
あ
り
、
自
然
の
中
で
解
放

感
の
あ
る
お
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。 当

日
は
御
多
忙
の
中
、
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
及
び
ご
参
加
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

｢

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
見
学｣ 

勿
来 
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先
月
号
に
続
き
、
渡
辺
芳
重
さ
ん
著
書｢

遠
い
記
憶･･

･

愛
し

の
孫
た
ち
へ｣
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

遠 

い 

記 
憶 

 
 

(

そ
の
２) 

･･･

愛
し
の
孫
た
ち
へ･･･ 

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

渡
辺 

芳
重 

著 

起 
 
 

床 

六
時
、
起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
。
一
斉
に
飛
び
起
き
、
着

衣
。
寝
具
を
整
頓
し
、
石
廊
下
で
軍
靴
を
履
き
営
庭
に
整

列
、
点
呼
を
受
け
る
。
体
操
、
駆
足
な
ど
約
三
〇
分
で
朝

の
食
事
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
。 

訓 
 
 

練 

八
時
、
営
庭
に
出
て
昨
日
教
育
さ
れ
た
発
声
練
習
・
気

を
付
け
の
姿
勢
・
敬
礼
の
仕
方
・
隊
列
の
組
み
方
・
進
行

の
仕
方
・
等
基
本
動
作
を
教
育
係
上
等
兵
殿
か
ら
訓
練
開

始
さ
れ
た
。
昨
日
か
ら
の
一
昼
夜
は
実
に
慌
た
だ
し
か
っ

た
。 各

自
の
武
器
と
し
て
授
与
さ
れ
る
小
銃
に
は
菊
花
御
紋

章
が
刻
ま
れ
て
居
る
の
で
粗
末
な
取
扱
い
は
許
さ
れ
な
い
。

分
解
・
組
立
・
手
入
れ
・
操
作
の
仕
方
等
訓
練
さ
れ
る
。

約
二
〇
日
程
で
小
銃
訓
練
は
一
通
り
終
了
。
銃
剣
術
・
短

剣
術
の
訓
練
も
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
重
機
関
銃
の
訓
練
に

入
る
。
重
機
関
銃
は
一
分
間
に
三
〇
〇
発
、
発
射
で
き
る
。

総
重
量
六
〇
キ
ロ
。
銃
身
と
脚
台
に
分
解
で
き
る
。
四
人

で
肩
に
担
ぐ
か
手
に
下
げ
る
、
又
は
分
解
し
て
二
人
で
運

ぶ
。
射
撃
に
は
一
度
に
五
、
六
発
を
撃
つ
点
射
と
、
五
〇

発
も
一
〇
〇
発
も
一
斉
に
撃
つ
薙
射
が
あ
る
。
一
艇
を
一

〇
人
ほ
ど
で
取
り
扱
う
。
弾
を
運
ぶ
者
が
五
、
六
名
従
っ

た
。 連

日
連
夜
猛
訓
練
が
続
い
た
。
古
城
・
鶴
ヶ
城
は
石
垣

だ
け
の
姿
だ
（
戦
後
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
た
）。
そ
の
部
隊

隣
に
あ
る
城
門
前
の
練
兵
場
か
ら
城
内
に
向
か
っ
て
匍
匐

前
進
し
、
天
守
閣
の
石
垣
の
積
み
目
の
空
き
間
に
手
足
を

懸
け
て
よ
じ
登
り
、
ロ
ー
プ
を
垂
ら
し
、
分
解
し
た
三
〇

キ
ロ
の
銃
身
を
背
負
っ
て
登
り
下
り
す
る
訓
練
は
辛
か
っ

た
。
誰
か
一
人
で
も
へ
ま
を
す
る
と
全
員
に
ビ
ン
タ
が
飛

ん
だ
。
戦
場
で
は
一
人
の
油
断
が
全
員
の
命
取
り
に
な
る

か
ら
だ
と
さ
と
さ
れ
て
納
得
し
た
。 

九
月
末
に
聨
隊
長
殿
の
一
期
検
閲
が
終
了
し
て
、
一
〇

月
一
日
付
き
で
一
等
兵(

星
二
つ)

に
進
級
し
た
。
九
月
初

め
頃
か
ら
、
海
上
で
輸
送
船
か
ら
の
上
陸
用
船
艇
に
乗
り

移
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
の
で
、
海
外
の
戦
場
派
遣
が
予
想

さ
れ
た
。
六
ヶ
月
の
訓
練
で
皆
な
立
派
な
兵
隊
に
な
っ
た
。 

征 
 
 

途 

十
一
月
二
五
日
、
支
給
さ
れ
た
軍
服
は
全
て
夏
物
だ
。

こ
れ
で
南
方
派
遣
と
決
ま
っ
た
。
四
月
に
入
隊
し
た
同
年

兵
の
半
数
と
新
た
に
招
集
さ
れ
た
古
年
兵
約
一
〇
〇
〇
名

は
明
二
六
日
に
出
発
し
て
目
的
地
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ

た
。
今
日
一
日
は
身
辺
の
整
理
と
休
養
。
各
自
髪
の
毛
と

指
の
爪
を
切
っ
て
封
筒
に
入
れ
、
氏
名
を
書
い
て
差
し
出

す
様
指
示
さ
れ
た
。
認
識
票
も
渡
さ
れ
た
。(

認
識
票
と
は

小
判
型
の
真
鍮
板
に
血
液
型
と
全
兵
員
の
通
し
番
号
が
刻

ま
れ
て
居
り
、
た
と
え
ど
こ
で
死
ん
で
も
身
体
が
吹
き
飛

ん
で
も
、
こ
れ
を
調
べ
れ
ば
身
元
が
判
る
の
で
、
常
に
肌

身
離
さ
ず
持
っ
て
居
る
も
の)

こ
れ
で
覚
悟
は
決
ま
っ
た
。

死
ぬ
こ
と
が
其
れ
程
恐
ろ
し
く
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な

っ
た
。 

十
一
月
二
六
日
一
装
用
軍
装
着
用
完
全
武
装
し
て
、
営

庭
整
列
・
皇
居
遥
拝
・
残
留
部
隊
員
と
訣
別
式
あ
り
。
夕

方
四
時
頃
営
門
を
出
る
。
夕
暮
れ
は
早
く
、
辺
り
は
薄
暗

い
。
小
銃
と
軍
刀
の
柄
に
巻
か
れ
た
包
帯
が
夕
暮
れ
の
中

う
っ
す
ら
と
目
に
残
る
。
出
発
を
知
っ
た
市
民
の
方
々
が

沿
道
に
並
び
小
旗
を
振
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
た
。
会
津
若

松
駅
か
ら
汽
車
に
乗
る
。
窓
は
全
部
鎧
戸
が
下
ろ
さ
れ
外

は
見
え
な
い
。 

十
一
月
二
九
日
広
島
駅
到
着
。
そ
の
夜
は
市
民
の
好
意

で
全
員
市
民
宅
に
分
宿
し
た
。 

十
一
月
三
〇
日
宇
品
港
よ
り
艀
で
輸
送
船
に
乗
る
。
七
、

八
千
ト
ン
く
ら
い
の
大
き
な
船
だ
っ
た
。
船
倉
は
三
段
に

な
っ
て
お
り
、
更
に
其
の
各
段
を
木
材
と
板
で
上
下
に
仕

切
っ
て
あ
る
。
一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
手
足
を
縮
め

て
や
っ
と
横
に
な
れ
る
位
し
か
な
い
。
こ
れ
が
船
首
と
船

尾
に
あ
り
、
こ
れ
全
部
に
兵
隊
が
詰
め
込
ま
れ
た
。
蚕
棚

の
蚕
の
様
だ
。
翌
日
の
夕
方
に
な
っ
て
揺
れ
出
し
た
の
で
、

甲
板
に
出
て
み
た
ら
陸
地
が
見
え
る
の
で
船
員
に
尋
ね
た
。

大
分
県
の
佐
伯
港
の
沖
で
、
こ
れ
が
日
本
陸
地
の
見
納
め

だ
と
教
え
ら
れ
た
。
十
七
日
目
の
夕
方
、
地
平
線
に
小
さ

な
島
影
が
見
え
た
。
近
づ
く
に
つ
れ
段
々
と
大
き
く
な
り

陸
地
に
な
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
ラ
バ
ウ
ル
港
に
着
い
た
。 

『投
稿
作
品
』の
紹
介 

② 
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前
月
号
に
引
続
き
、
要
望
書
の
内
容
に
よ
る
改
善
方
法
を
、

皆
様
へ
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

⑤ 

施
設
職
員
の
服
装
や
身
だ
し
な
み
に
つ
い
て 

 

要
望
１
８
、
制
服
を
着
て
欲
し
い(

費
用
が
大
変
で
す

ね)
 

要
望
１
９
、
男
子
職
員
に
乱
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す 

要
望
２
０
、
一
人
ひ
と
り
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
、
上
着
等

は
統
一
し
て
ほ
し
い 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

施
設
の
方
針
と
し
て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
持
ち

安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
作
り
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
、
統
一
し
た
服
装(

制
服)

で
は
家
庭
的
で
は

な
く
、
施
設
感
覚
が
強
く
で
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
制
服
の
着
用
に
つ
い
て
は
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
私
服
を
着
用
し
て
お
り
、
こ

の
度
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
職
場
で
の

服
装
に
つ
い
て
は
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
皆

様
方
で
気
に
な
る
職
員
が
い
た
場
合
な
ど
は
、
随
時
、

御
意
見
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
の

都
度
指
導
徹
底
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ⑥ 

設
備
と
し
て
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
に
つ
い
て 

 

要
望
２
２
、
少
な
く
と
も
、
入
居
者
が
リ
ハ
ビ
リ
を
す

る
場
所 

要
望
２
４
、
リ
ハ
ビ
リ
等
が
必
要
な
人
の
為
の
用
具
な

ど
、
遊
び
用
具 

要
望
３
４
、
関
節
が
固
ま
ら
な
い
よ
う
な
運
動
の
ケ
ア

に
力
を
入
れ
て
頂
く
と
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

現
状
と
し
て
、
入
居
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
場

所
は
、
塩
屋
崎
ホ
ー
ル(

リ
ハ
ビ
リ
室)

や
廊
下
、
各

ユ
ニ
ッ
ト
内
及
び
各
居
室
に
て
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
実
施
内
容
は
、
理
学
療
法
士(

二
週
間

に
一
回)

の
指
示
・
指
導
の
も
と
で
、
機
能
訓
練
員
が

一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
実
施
計
画

書
を
作
成
し
、
リ
ハ
ビ
リ
用
具(

平
行
棒
等･･･)

や
介

護
機
器
（
歩
行
器
等･･･

）
を
活
用
し
な
が
ら
、
看
護

師
、
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師(

毎
週
火
・
土
曜
日)

及
び

各
ユ
ニ
ッ
ト
職
員
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
、
身
体

機
能
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
各
ユ
ニ
ッ

ト
で
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど
使
用
し
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
声
を

出
す
と
い
う
こ
と
で
カ
ラ
オ
ケ
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

要
望
２
３
、
テ
レ
ビ
が
誰
も
居
な
い
の
に
、
つ
け
っ
ぱ

な
し
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
等
の
工
夫
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

現
状
と
し
て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
取
り
入
れ
る

等
の
目
的
か
ら
、「
一
人
ひ
と
り
が
自
室
に
戻
っ
て
も
、

ホ
ー
ル
（
居
間
）
に
誰
か
が
い
る
」
と
い
う
安
心
感

を
だ
す
為
、
Ｔ
Ｖ
を
付
け
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
Ｔ
Ｖ
以
外
に
も
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ

う
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

  

 

十
月
一
日(

水)

よ
り 

 

 
 

入
居
者
様
・
職
員
の
健
康
診
断
を
実
施 

十
月
二
〇
日(

月)
 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

午
後
二
時
～ 

｢

買
い
物
ツ
ア
ー｣

 
 

ス
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
原 

十
月
二
二
日(

水)
 

施
設
内 

午
後
二
時
一
五
分
～ 

｢

避
難
訓
練｣

・｢

消
火
訓
練｣

 

十
月
二
七
日(

月)
 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

正
午
十
二
時
半
～ 

｢

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
見
学｣

 

 

【
十
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

十
月
二
日
（
木
） 

 
 
 

四 

倉 

佐
藤 

キ
ク
エ
様 

 

（
七
六
歳
）
誕
生
会 

十
月
九
日
（
木
） 

 
 
 

薄 

磯 

齋 

藤 
 
 

清 

様 
 

（
八
一
歳
）
誕
生
会 

十
月
十
日
（
金
） 

 
 
 

永 

崎 

阿
部 

ナ
ツ
子
様 

 

（
八
六
歳
）
誕
生
会 

十
月
十
七
日
（
金
） 

 
 
 

永 

崎 

鈴
木 

 

勝
弥 

様 
 

（
九
〇
歳
）
誕
生
会 

十
月
二
五
日
（
土
） 

 
 
 

四 

倉 

田
村 

ハ
ナ
ヨ
様 

 

（
九
四
歳
）
誕
生
会 

十
月
二
九
日
（
水
） 

 
 
 

永 

崎 

安
斎 

富
美
子
様 

 

（
八
四
歳
）
誕
生
会 

 

       

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

｢

望
洋
荘
家
族
会
か
ら
の
要
望
書｣

 

に
対
す
る
施
設
内
改
善
報
告 

④ 

十
月
の
行
事
予
定 


